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生 態 学 者 の 実 存 分 析

松 本 郁 夫

くく 起 ＞＞

ある人が恋愛をしたとしよう。そしてその全過程が出合いに満ちたもの（他者との、他者を

通した自己との）てあり、その出合いへの喜びと苦悩とに満ちたものであったなら、たとえその

恋愛が別離に終っても（失恋、死別、生き別 れ）その恋愛を空しいもの、無鰍切"),•9のとは思わな

いてあろう。哀しいにはちがいないにしても。

しかし、これとは全く異質な恋愛、たとえば結婚することだけを目的にした恋愛（と呼べる

かどうかは別として）
．

の場合、当事者はその目的のために全過程を犠牲にする。相手にきらわ れ

ることがない ように、一瞬も気をゆるめずに経過する時間の蓄積。そしてそのあげくに失恋した

とき、いったい何のためにあれだけの時間をつぎこんだのかとむなしく感じるにちがいない。全

過程が、結果としてのみ得られるはずだった目的（＝結婚）によって支えられていたのだから、

目的が無になるとき過程はその存在価値を失なって空しさだけがのこる。．

そして、もし仮りにたとえ後者の恋愛が実を結んだとしても、その空しさは依然としで消え

ることなくあるのてはないだ ろうか。ただ、本人がそ れに気付くことがなくとも、前者の恋愛と

比べるとき、感動 ． （喜びであれ苦悩であれ）のうすい均ーな時間の空虚さとして。

前者が、失敗してもなおかつ豊かな恋愛てあったとすれば、後者は成功してもなおかつ貧し

い恋愛である。

もっとも、これはかなり単純化した話ではあろう。およそ人間の行為である以上、妥算のな
． ． ． ．  

い恋愛も妥算しかない恋愛も例外的にしか存在しない。ただ、・成功するか失敗するかが問題にな

れ ばなるほど、行為そのものは貧困化する。充足した行為ならば、結果がどうであれそれなりに

味わいがある。世の成功者力qどれほどの空虚さを内にかかえているかは、彼が何かにつまづいた

ときい っきに露わになる。順風満＂しに表街道をつき進む者は、己 れの空虚さに目をやる機会を

得られぬまま、そ れを蓄積し続ける。

恋愛を結婚の手段としてしかとらえられない人間は、貧しい恋愛しか選び えない貧しい生を

生きてきたにちがいない。そしてその結婚生活も貧しいものにするだろう。 （夫の出世、マイホ
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ーム、子供の進学、安定した老後一目的としての）本人はそれと気づくことなしに、同じ選択

をくり返し続けているのである。ただそのパリエイションとしての成功か失敗かにのみ目をうば

われて。

ざ折こそが、成功におおわれていた空虚さをとらえ返す唯一のチャンスてあり、その空虚さ·

をもたらした選択を痛切に意識することによってのみ、選択を変えることが可能となる。

く＜ 承 ＞＞

本誌1 3号で「生態学者の精神分析」と題して、日本の生態学のリ ー ダ ー伊藤嘉昭氏の分析

を行なった。そこでの論点を要約すると．、伊藤氏の基本的な態度として、①自尊心の肥大（自分

がいかにいそがしいかを長々とうったえる）、〇表面的、俗物的な価値判断（論文の数、学位、

外国留学の有無、等々）、〇自己献身の押し亮り（民衆の求める生惹学の水準上昇を夢中て追求

！）、の3点を、そして彼の強く求めている「生態学の発展」なるものが、生態学者集団の地位

向上と彼らの価値体系の絶対化に他ならないことを指摘した。 ．

ここに典型的な実例として、近代合理主義者の自己疎外の状況を見ることがてきるように思

うので、さらに深く分析を進めてみたい。・

ごく大ざっぱにいって、個人のレペルての近代化とは、身分や因習から解放されて自由を得

ることであった。しかし、あらゆる選択の主体として自己を意識することは、不安を意識するこ

とでもある。自由と不安とは切りはなすことができない。そこで、この重すぎる荷物（すべての

価値の基準が自分にあること）をもてあまし、既成の価値体系に自らを埋没させることで不安か

ら目をそらすのが、いわゆる俗物の生き方である。三木）青l•も努力型の成功主義者を俗物中の俗

物とみなしている。他の種類の俗物は、気紛れに俗物であることを止めるが、この俗物は決して

軌道をはずすことがない故にそれだけ俗物としそ完全てあるというのである。もう一度、前回の

論文で引用した伊藤氏の文章を読みかえしてみてほしい。

次いで、社会のレペルでは、近代化によって人間どおしの直接なつながりをもった共同体は

解体され、資本の論理によって間接的に媒介された個人の群れがもたらされた。経済学が成立す

るためには、同じ量と質のパンであれば必ず安い方の店で買うような人間ばかりでなければなら

ない。買ってくれる人の満足感をありありと想像したり、作ってくれた人の苦労に感謝したりす

ることで、生産と消費のよろこびをそれぞれに倍加するようなつながりは、消滅してしまわざる

をえない。

その帰結は、少なくとも 2つある。第一に、切りはなされた絶対者として自己をとらえるこ

とである。他人とは、あらゆる意味で自己に利益をもたらすものにしか過ぎない。金と地位と名

戸につながる限りにおいて意味をもつ人間関係。すべての価値を蓄積する場としての自己は、絶

対者として孤立し、宙に浮いたような不安を体験する。そこで再び自己を強力に位置づけて安定
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感を与えてくれる集団を求めるようになる。

伊藤氏にとっての生態学界とは、このような集団として意味をもつものてあるようだ。その

集団への帰属 を確認するために、念入りな仕事ぶりの被露、そして自らの属する集団が他の同類

集団に見劣りすることに対するあせり。

ただし、このような集団内にあっても、各個人はそれぞれに自尊心にあふれ た絶対者てある

ことにかわりはない。エゴとエゴのぶつかりあう相克の惨状を他人に対しても自分に対してもご

まかす ために、集団への自己献身が美徳とされる。 （およそ、管理者が自分に都合のよいことを

おしつける時には、相手の ためにといったふうを装うものだが、この態度は自分の良心をも満足

させる点て、二重のギマンである。）

． 直接的な人間との つながりを失なったことの 第2の帰結として、行為の貧困化がある。倍加

する生産や消費のよろこびはもとより、生産そのもの消費そのもののよろこびすら、結果としで

の金や地位や名声のために蚕食されて、空どう化した単純作業と所有のみがのこる。 （ひたすら

金と出世の ための労働、みえと気ばらしのための浪費。）

この世に生きてゆくならば、程度の差はあれだれしもが意にそわぬこともやって金とか地位

とかを得ようとせざるをえぬだろう。ただ、自己のさまざまな欲求が行為において充足されるほ

ど、結果への執着はうすれていくにちがいない。金や地位への執着がはげしいほどに、そうなら

ざるをえ ない行為の空虚さ、生き方の貧しさが透視される。

再び伊籐氏の仕事ぷりと不溝とを思い出してみよう。彼は、大学教官というポストとその給

料と数々の著作のうみ出す名声や印税とを得ているにもかかわらず、なおも空虚さをおおうこと

ができない。 「生態学の発展」によって仮りにむなしさからのがれられたとしても、彼の生をつ

らぬく貧困は消えることなくありつづける。

もしも、自分の気に入った仕事だけをていねいに仕上げることて、創造性の実現や好奇心の

溝足を得ているならば、研究者としての自由と給料だけで充分すぎるはずである。自己疎外がは

げしければはげじいほど、・不満をうめるためにより多くの物質と幻想を必要とする。

以上、近代を一方的1：：けなしてきたが、身分制にがんじがらめにされた人と社会に対しては、

近代合理主義が解放の理論でありえたことはたしかてある。しかし、身分にとっでかわっで今度は

能力が人間を外からも内からも疎外するよ うにな,,た o

近代社会の秩序を支える能力とは、次のような内容をふくんでいる。第一に、学歴に代表さ

れるような檻めて表面的な尺度によって秩序づけられた、もの。第二に、効率や精密さなどといっ

た仕事処埋能力。第三に、明朗さやゴマスリのうまさなど。

これらの諸能力に対する重要性の比重は異なっても、あらゆる職場・学校、リクリエーシ三

ンの場におい でさえ、能力が人間を位置づ・け差別する。前近代において、身分が個人の適性や野
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心を封じ込めたように、近代は1酉人が行為そのものの内に得るべき充足やよろこびを、能力とい

う刀て切り捨てる。

何も、能力なるものが全く無意味なものであるというわけてはない。身分にしばられでいて

はのりこえられない歴史の要請によって近代がむかえられたならば、良かれ悪しかれこの近代社

会の要請に答えうるかぎりでは、能力主義の存在価値がある。ただ問題は、そのかぎりであるべ

きものが、絶対となることである。 一方のペクトルとして、管理する者は、能力主義にはずれた

人閏や、 一応組みこまれたにせよ余暇なとにおいて能力主義のおよばぬ生活を有する人間を恐れ、

より完壁な管理のために全ての人間の全生活を透明には握しようと努める。他方で管理される側

は、自らをより高い能力たらんと欲し、またそうしないとけ落されるような競争にまきこまれて

ますます全精神を能力主義にさしむける。互いに歩みよりつつ、能力がすぺてをおおうようにな

るのである。

伊腰氏は明らかに、管理する者としてあろうとしている。彼が生態学会のあらゆる研究者に

もっと諭文を書けとしったし、水をさす反近代主義者を追放せよと叫ぶ理由は、正にここにある。

再び三木清の言葉を借りればーもし人がいくらかの権力をもっているとしたら、成功主義者ほ

ど御しやすいものはない一のである。逆にいえば、餌におびきよせられる者は、しまつに終え

ない。 （餌づけは生態学の常道！）

この思想は、彼を中心とする今日の生態学にもつらぬかれでい．る。あらゆる生物について、

•
的な生活様式を捨象し、個体数や現存量という抽象化これた数量のみをとりあげて、 コ

ンピュ ー タ ーを利用して処理すること。あるいは、今流行の社会生物学においては、行動をDN

Aレペルで説明しつくそうとする。すぺ,"f;Iが自然を管理·するtが． めに！ これらの抽象化がそのワ

クグミの中で、ある程度の効果があることは認める。た ただし、、それは先ほどの能力主義の場合と

同様に、て
鼻
、ある。

このような管理を目的とした対象の1も撮が何茎．もたらすだろうか？

第一に、・抽象化され切り捨てられた部分の反乱．てある．o．人間が総体的に生きたいという願い

を失なわないかぎ．り、高度な能力を求められれば衷められるほど、人間はせまい部分におしこめ

られ、さまざまな欲求を封じこめられる中と：•～〇反発1が増大するにちがいない。

自然については、自分から管理されよtぅ¢忌．？たりはしないから、より正直、直接に、人間・

の浅知恵を思い知らせてくれる 。．

第二に、そのような対象のは撻自体がもたらす、自らの生の貧困化である。自らの利益でし

か動かない人間ばかりに囲まれた人生り味気な：さは、想像1こ余りある。釣り糸をたれる前に、魚

の釣れる．確寧何％とわかるより、·釣れるかどうかざ：っばりわからない方がずっと面白い。もっと

も、今の降雨確亭て尤らあまりあてにならない．ぐ•な．し：だな沙 ．、；そこ•ま．て科学が進歩するとは思え
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ないが。

このように、本来豊かである世界の藷相をあらゆる面で空疎化しながら、ますますその空間

を均質で陳腐な物質と幻想で埋めていく。この作業は、フィ ー ．ドパックの機構を欠いたまま、自

己完結的に増殖しつつある。その空虚さをあば色うるのは、いかなるざ折（こよってであろうか e

「ぼくの知ってるある星に、赤黒っていう先生がいてね、その先生、花のにおいなん

か、？及った•こともないしヽ星をながめたこと•もないe ．だあれも愛したことがなくて、

．していることといったら、寄せ算ばかりだCそして日がな一日、きみみたいに、いそ

がしい、いそがしい、と口ぐせ（こいいながら、いばりく••さってるんだ。そりや、； びと

じゃな（て、キノコなんだ。」 サン＝テウジュペリ ・

「事物配知るとはそのいろし．ヽ ろな相を知るこ ．とである．。固定した瞬間の特定功．相だけ・

を問題とするとき、事物は数えうみぶぴとなる・・
。しかし、そのとき、事物は生命を天，．．

ぃ、単なる物質にすぎないものとなる。 ・・・．．．．．．．．．．．．．．

＇大人たちが数字が好きなのは、•f‘・ベでのことがわかったうえでそうしている0 ．ては

なく、ほかのことが何もわからなく．てなのてある。数字は事物が残したいわば彼．0 ぁ

・ とかたにすぎないが、彼らは事物そのものとかん違いしている。」 塚崎幹夫

く·<.転 ＞＞

さて、ひるがえって身の回りを見わたせばく伊藤嘉昭氏の同類やミニチュアが大勢おり、私

自身の内にも彼と同様の精神は容易に発見されうるのである。およ、そ批判なるものは、｀・自己批判

を内に含むものでなければ、本ものではない。・

今度は分析のホコ先を身近な集団とその構成員へと向けてみよう。思いつくままに並べると、

大学ての講座あるいは研究室集団、サークル集団、気のあった友達
＇
どおし、恋人どおし、そして

家族。•ある者はこれらすべての集団に所属して相互に矛盾しあうことなく両立させ、ある者はそ

．のうちの1つ（たとえば研究あるいは恋愛）に没頭し、またある者はこれらすぺてから逃げ出し・

て自己のカラにこもったりする。これらの集団へ個人を結びつける力は、家族において最も運命 ・

的、（子供の立場として）でおり
．
、研究室・サークル集団'(J珪こに目的の共有として、お璽や恋人

において最も個人の選択的なものとしてある。

これらの集団の内には、先に述べた前近代的な共同体としての性質と．、近代的自我を殖立し

た個人の集合体としての性質の両方をそれそれに異なった比重で合わせ持っている。

まず研究室集団をとりあけよう。この集団を、近代的な集合体の典型とし，て描写してみる。

509 



まずその形式としては、典型的には教授・助教授・助手・大学院生・学部学生〈主に率業研究に

とりくむ4年生）によって溝成 されている。時には各教官に院生 C 学生が配分されてサプグルー

プを作ることもある。その実質の近代的側面は、各構成員がそれぞれに自己の利益をうることて

ある。 一般に、教官は自分の業績をあげること、学生は学歴をつけてしかるべき職につくことを

めざす。もちろん、ここでは「能力」がものをいう。その内容には、発想の豊かさや語学力、器

用さなどだけではなく、上の者に対する従順さ、どんなつまらない仕事もやりぬく忍耐力なども

含まれる。 （後者の方が重視され・ることが多い。）教官にとって学生とは無給の労働力にすぎな

いが、「能力」ある学生を集めて勤勉に働かせるためには、就職Elという報酬を適当（こチラつか

せなくてはならない。これが不十分であると、学生の従順さと研究への熱意が減退する。 （もっ

とも ある程度の不十分さiむわずかのポストをめざしてますます従順で勤勉になるという効果を

もたらすから、遮当に不十分な報酬がベストである。）

学生の側は、自らの研究能力をみがき、認められるような論文を仕上げることと、教官への

奉仕という応々にしで相反する行為に 、各自の遮性と状勢判断にしたがってエネルギーをふりわ

ける。

以上が、近代的自我を確立し た個人による近代的な集団の1つとしての、研究者集団のモデ

ルである。ここては教官と学生の相方が、最小の努力で最大の利益を求める結果、ある妥協点に

おいて 一応の安定をみる。この妥協点は相方の力関係によって決まるから、たい
・
ていは相当に学

生にとって不利i•ある。ともあれ、学生は「能力」・市場で自らをなるべく高く売りつけるために

既成の価値体系にみあうよう自己を成形する。例外的に、学生が自由に研究できる研究室（たい

ていは教官に就職をあっせんする能力がないからにすぎないが）においても、事態はあまり変わ

らない。 「能力」市場で評価されるためには、最も流行の（あるいは、目先きのきく者は、これ

から流行 るにちがいない）テーマを選ばざるをえないからてある。

こうして、おしつけられたにせよ自ら選んだにせよ、研究そのもののうちに好奇心や創造性

など自己の欲求を満たす過程をもたないままに、より高次の目的へと行為を手段化していく。っ

まり、研究活動は論文となってはじめて意味をもち、論文は業績あるいは地位として結実しなけ

れば意味がない。このように、現在をむしばみながら先へ先へと逃れてゆく意義＝目的を、ぬか

りなく達成しつづける限りにおいては、むなしさを感じることもないだろう。しかし、そうして

手にした論文や地位とは、彼が全過程において犠牲にしてきたさまざまな欲求の代償でもある。

その論文が無価値になることや彼が地位を失うことは、現実的な不利益だけてなく、過去の行為

を意義づけその空虚を埋めていた唯一の支えを失うことにもなるのだ。もはや業績や地位が、か

けがえのない彼自身の 一部（あるいは全部）となってしま．う。ものと化 してしまった自己は、＜

りかえし意義づけられ、評価されつづけなければ安定しえない故に、限りなく拡大再生産を要求
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する。

ところが、現実には、空虚さをおおいつくす成功を霊ねることはほとんど不可能てある。研

究上の失敗、あるいは求めるような地位が得られないこともあれば、ただ何となく意欲が喪失し

たり、体が不調をうったえたりすることもある。これらを契機として、どれだけ自己の空虚さに

気づきうるかは、その人の感受性と想像力にかかっている。このざ折を単に敗北として受けとめ

るだけでは意味がない。さらに目もあてられないのは、このざ折を努力の不足．であるときめつけ

て、ますます行為を空疎化し、自己疎外を深めていく場合である。

自らが生きてきた過程の空虚さを自覚する．こ とは、かなりの精神的苦痛をともなう作業であ

る（こちがいない。だからこそ、で筵るかぎりそこから目をそらせよう．とするのてあろう。しかし

目をそらせるということは、空虚さが存在することに感づいているということに他ならず、逃げ

つづける限りにおいて、それにおびやかされ支配されつづけられなければならない。

しかしながら、自らの過去の空虚さを自覚したとしても、決してすべての問題が解決される

わけではないのてある。この現実的世界の中で、さまざまなやむをえない制約をこうむって•生き

ていかなければならない以上、いかなる現在を生きようともそれは完全であることはできないし、

・したがってどれだけ自覚をもって生きたにせよ過去にくやみは残るであろう。

ただしその悔恨は、自らの選択した現在を、生ききろうとして生ききれなかった部分として

現に生きることのできた生の充実を照らし出しこそすれ、決して打ち消すものではないはずであ

る。

次に、家族および恋人どおしの人間関係について分析してみよう。ここでも、·望ましい形て

の関係てはなしに、先の研究者集団で描かれた、近代的な集合体に対置する形で、前近代的共同

体として描くことにする。

近代的集合体が、個を確立した人間が各自の利益のために合理的にむすびつけられた集団で

あるとすれば、この共同体は個人が自立する以前の自他が未分化な状態にある集団と言えるだろ

ぅ・。前者の構成員を広い意味でのエゴイストとするなら、後者の人間はやはり広い意味でナルシ

ストと呼べるかもしれない。両者とも自分にしか関心がないという点て共通しているが、・エゴイ

ストは現実を客観的に判断てきるから、より大きな利益の獲得や損失の・回避のために相手を尊重

しうるのに対し、ナルシストは対象を主観によってゆがめてしか総識できないから、·相手と一体

感をもち得る限りにおいて献身するが、その献身も自己中心的であり、その幻想がやぶれると限

りなく残酷になったりする。

男は仕事、女は家事にしか能のない半分人間どおしてやっと一人前、という家族が多いらし

い。それに子供がとり込まれて、 一見ゆるぎないマイホーム集団ができあがる。しかし、そこて

・は愛という甘い言葉でつくろわれて、互いに期待をおしつけあい、しばりあう。よい子とは＜親
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の期待を内在化し 、自らの期待として従順に実現する子供のことで、よい妻、よい夫も同棟てあ

る。互い1
•
こ依存し支配しあって、 見せかけの 安定を保っている。

しかしある年齢（こ違すると、子供は親の期待と自己の欲求との矛盾に気付かざるをえない。

これが自立への第一歩なのであるが、そこで 安易に支配と依存の対象を異性へと求めることがま

まある。そして相手も同様の欲求を持っていたら、互いに親としてかつ子供として、あまえ合う

という関係が成立してし まう。そのような関係においては、他者との出合いや、自分の気付くこ

とのなかった自己との出合いは、1尋られることがない。むしろそれらは除外され、ひたすら相手

のうちに自己を投影して、それ以外は見まいとする。自分の及ばない世界を相手が持っているこ

とは恐怖であり、自分と相手とがぴったりと一致して矛盾をきたさないことが理想となる。この

理想的状態を継続させることは、いかなるギマンをもってしてもほとんど不可能てあろう。この

ような自他の同一化において達成される安定は、利害の力関係による安定に比べて、強い安定感

を得られるかも•しれないが、実際はきわめて不安定なものである。

以上のように、2とおりの集団について対照的に描いてきたわけであるが、実際に見られる

集団のありようは、両方の属性をおびている。

たとえば研究室集団において、たんなる研究上のつながりだけでなく、家族的、サー クル的

つながりによって団結が高められたりする。．（研究室ぐるみの懇親旅行、コンパ、そろいのトレ

ーナーを着る、など。）このことも、考えようによっては、冷酷な利害関係の実状をカモフラ ー

ジュするためのものにすぎないのかもしれない。しかし構成員にとって、集団の中で自らの役割

を果たすことて得られる安心感は、大きな意味を持っているにちがいない。この帰属意識のもた

らす安心感のゆえに、個人の利益をこえた集団への奉仕が、特に立場の不利な学生などに見られ

ることが多い（これも、集団の利益を経て自分の利益に結びつけるという計算1こもとづくものと

も考えられようが、現実にその試みは計算ミスに終ること必定である。）

また、逆に家族や恋人どおしにあっても、各個人がどれだけ利己的な意図によって（これも

また愛という言葉につくろわれて）利用しあい、あざむきあっていることてあろう。

以上において、近代合理主義につらぬかれたエゴイストとその集団、および自我の確立が 不

完全なナルシストとその集団をそれぞれ分析し、••それらの折中として現実の集団をとらえようと

した。近代1れ前近代をのりこえる限りにおいて価値があったように、エゴイズムもナルシズムを

こえる限り．において意味があるのかもしれない..0' 世間で批難される利己主義者とは、多分にナル

シズムを含んだエゴイストであって、明析なエゴイストほど長い目でみた自己の利益のために、

他人を尊重する術を心得ているものである。

しかし、 エ ゴイストとして完壁であるほど、．より自己完結的に、自己の絶対化と人生の空疎

化を深める結果ともなる。エゴイストになりきることへのざ折が、エゴイズムを超える一つの契

機となりうるのではないだろうか。

5 1 2 



同様に、明析な現実主義者は、現象を客観的には握じ、正確に判断する能力のゆえに落ぢ入

りやすい欠点をもつ。たとえば、他人に働きかけるとをに、その人間が何によって動かされるか

（金か名釦‘それと•も人間愛か）を遮確に判断じ、それにもとついて実践し、望みどおりの結果

を得たとしよう。このような現実総綜ーその実証の連鎖／こよって、彼の人間に対する理解は深

まっていくが、しその理解とは彼の目的（た＇とえば他人を自分の思うように動かすこと）に照らし

出された 限りのものでしかありえない。 （そ:-Aでも面白いて｀とくに相手がエライ人の場合はね

-• 会長）その人間が全．＜別の次元で、全くちがった生き万をしていようとも、自己完結的な8月

析さにとどまる者にとっては、知り
・

つくされた陳腐な人間としか映らない。・（もちろんその人間

がある面において、彼の理解したとおりの人間
＇

てあっただろうし、さらに首尾一貫してケチであ

ったり俗物であ ったりすることも 、まれではないけれど。）

近代合理主義は、能力によって人間を差別し、効率によってあらゆる行為を価値づける。そ

れは、管理という目的によって照らし出された限りでの合理主義である。 （これ以外の目的には

きわめて非合理という他ない。）それば、管理される者を限りなく疎外 するだけてなく、管理ず

る者をも不安と精神の貧困におとし入れている。

「あの向こうに見える麦ばたけ．はどうだね。ぉれは、バンなんか食やしない。麦なん

・てなんにもなりやしない。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ だけど、•あんたのその金色の髪は美しいなあ。”•

あんたがおれと仲よくしてくれたら、·ぉれにや、そ・いつが、すばらしいも0に見える

だろう。金色の麦を見ると、あんたを思い 出すだろうな。それに麦を吹（風の音も、

おれにやうれしいだろ う な・ ・ ・・・・・・」

「だれかが、なん百万もの星のどれかに咲いている、た った一輪の花がすきだったら'、

．その人は、そのた（さんの星をながめるだけで、しあわせになれる
・

人だ。」

サン＝•テグジュベリ

花のにおいを吸ったことがない、星をながめたことがない、だれも愛したことがな

い大人たちには、宇宙が二乗されるこの豊かさはわからない。この豊かさを糧とする

とき、人間は幸福に生きていくのに多くを必要としない。しかし、大人たちは、 「パ

オバブとおなじように、自分を御大層なものと思っているから」、そんなにわずかな

ものて足りるとは思いたくない。彼らは数字しか知らないのだから余計である。

塚崎幹 夫

． くく 結' >>

我々はあまりにも容易に、他人や事物を理解したつもりになってはいないだろうか。酒を飲

5 1 3 



みグチを言いあっただけで、甘い言葉をかわしあっただけて、分類し命名しただけて＼専門家の

意見を閏いただけで、すべては既知のものとして片づけられる。これらの行為は、実のところ半

に安心したいがためのものてしかないように思える。

彼にとって、他者の理解とは敵か味方かの区別にすぎず（それが大事なんやて、まちごうた

ら殺されるもんなー会長）、事物の理解とは利用てきるかできないかを知ることでしかない。相

手に対して本当に関心を持っているわけてはないのだから、理解のための手続きはなるべく簡単

で明白なものがよい。地位•財産・験文の数から容iまう・スクイルまで、表面的俗物的な偲但基

準がもてはやされる。中身を味わうことなくカラばかりあさりつづける、まさに砂をかむような

味気ない生き方ではなかろうか
・
（そういえば、ショウジョウバエの脱け殻を何干となく集めて分

析しただけという卒業研究があったね ー 会長）。

サン＝テグジュベリの王子さまは、変な大人たち（寄せ算に熱中する者、酒を飲む自分のみ

じめさを忘れるために酒を飲む者、数分おきに街燈をつけたり消したりする仕事にかかりきりの

点澄夫、自分の書いたことがまちがいになることをおそれて絶対にかわりそうもないおよそつま

らないことだけに関心をもつ学者、などなど）につぎつぎとあいそをつかし、やっと出合ったキ

ツネに大事なこと．を教わる。ほんとうのことは目では見えないこと。仲よくなるには時間と根気

がいること。仲よくなった相手には責任をはたさなければな らないこと。そして別れぎわに、泣

き出そ うとするキツネに、王子さまが何もいいことがないじゃないかと言うと、キツネは答える。

「いや、ある。麦ばたけの色が、あるからね」と。

時間をかけて、骨を おって、そうしてつながりが深められるにしたがって、自己の限られた

世界が別な世界へと開かれていく。

ほんとうの充実や幸福が、今ある自己をのりこえ、より広い世界へと開がれてゆく過程にあ

るとするならば、現在を未来のための手段とし他者を自己のための手段とする合理主義者は、成

功しつづける限り充実とも幸福とも無縁な存在であるしかない。なせなら、彼らの尊重する効率

や利益や秩序の世界は、あら かじめ他の世界を排除し自己完結することによって成り立つもので

あるのだから。

最後に 今日の社会状況を見渡せば、あらゆる面で近代合理主義に破たんがおとづれつつある

ようだ。我々がかかえこんてしまった空虚さは、それを埋めるためにもっと多くの物質、もっと

新しい幻想を求めつづけている。高度成長 から低成長、そしてマイナス成長へと後退を余儀なく

されている先進国の経済状況は、もはやそれに答えるすべを失ってしまったようだ。このざ折を

機に、我々が何を求め何を行ってきたかを根底から問いなおし、・近代をこえる新たな選択をなし

うるであろうか。支配層は、着々とフアシズムヘの準備を進めている。
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・

真木 介 「人間解放の理諭のために ．．l 他

見田宗介 頃代日本の心情と綸理」 他

竹内芳郎 「サルトル哲学序説」

三木 漬 「人生論ノ ー ト」

サン＝テグジュペリ 「星の王子さま」 内膜 訳

塚崎幹夫 「星の王子さまの世界」

Ill • フロム． 「自由からの逃走」 他

中島みゆき 「愛が好きです」
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西 ァ
・

フ リ カ、 ダ カ ー ル 大 学 訪 問 記

細 見 噌ク 文

私がダカ ー ルに行こうと思 ったのは、1 9 7 4年の7月であるCそのころ西 アフリカは干ば

つに見舞われ、マリ共和国を中心として西アフリカ全域で多くの死者が出ているという時期てあ

った。食糧問題に最も強い関心をいだく自分は、その現実を一度見るべきだと思ったと同時に、

このあたりの海岸のムラサキイガイの採集や、またダカール大学を中心に出版されている生物学

の文献を手に入れたいと思ったわけである。しかし、結果から言えば、これらは 一

・
つも満たされ

ぬまま8本へ帰ったわけであるが、ダカ ー ルては多くのこと を学び、また、この旅は満足させら

れるものてあった。

西ア フリカに行くのは、一度バリに出なければならない。大阪発のバリ行に乗りこんだ。飛

行機代を少しても安くするため、私はパリ行の団体客の一員とな った。フライト•オンリーとい

う制度を利用すると、料金が非常に安くな るのを利用した。これは、通常の団体客だとホテル代、

食事代が組み込まれているが、飛行機代だけだと通常の旅費の4割程度になるためてある。私の

席の両どなりは若い娘さんであった。一 人は大阪から、 一 人は神戸から来たと言っていた。

飛行機は朝方、アンカレッジに着いた。アンカレッジの空港からのながめは、まことに何も

ない、ただ広々とした荒野の中にただ空港だけがポツリとあるような所だ と思った。日本人客相

手に店があって、日本語を話す白人娘がアラスカ名物を売っていた。

再び機上の人とな る。ラジオをならしている者がいたので、ステュワデスに、機内でラジオ

をならすと危険だから注意するように注文をつけたところ、この飛行機は大丈夫だと言っていたc

ところが、私が英語を話すことができるのを知って、ステュワデスが、日本語放送を機内でやっ

てくれるようにたのみにきた。なんのことはない、タバコの販売をやってい るので日本人の皆さ

んに買いに来てほしい、というだけの内容だった。私は機内て寝る ことができないたちてある。

いつまてたっても目を開けたままである。これは、実は飛行機がこわいので、寝ることがてきな

いのてある。飛行機はジャンポ機なので私の席からは風景が見えなか ったから 、席を立って後部
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へ行き、 一 つの窓を独占して外の風景を楽し んだ。＜起きていても助かるわけてもぁるまいに一

会長·> 飛行様はカナダ北部の小さな島々の上を飛んでいた G 下には氷でガチガチに凍てついた

島々が見え、まわりに厚い氷が一面にはりついているきびしい風景を見た。そうした風景が見え．

かくれするうち、飛行機はグリンランドの上空にさしかかった。グリンランドの風景はなんとも

すばらしく美しかった。そそり立つ山々｀谷をうめつくす氷河が、ゆけどもゆけども色をかえ形

をかえて現われる。低い太陽に照らされて、氷河の上に山は長い影をおとしている。あま．t)の英

しさに、私はカメラのシャック ー を何枚も切っていた。しかし、私以外に、この・グリンランドの

盈景を楽しんでいる人はいなかった。そんなわけ．で、朝食を私だけが忘れてしまっていた。ステ

ュワデスに朝食を注文すると、 一人だけ席にいなかったのはあなたなのね、と注意された。

着いたのは、パリのドゴー．）臼空港であった。ここは税関も非常／こ簡単であった。すいと通し

てくれた。空港に立ち飲みのコー ヒ ー屋があったのて、知っている唯一のプランス語で、カフエ

•オ・レイと言うと、店のおやじが、大か小かと聞きかしたように思ったが、なにもわからない

から、またカフエ・オ。レ•イと言うと、大きな コッブにミルクコー ヒ ーを入れてくれた。

バリでの宿泊は、テルミヌス ・ サンザラ ー ルという名のホテルてく旅行社が予約してくれた·

五つ星のホテルであった。五つ星であるだけに部屋はすばらしくよかった。•このホテルの前に海

産物の料理店があった。おもてでは、カキやムラサキイガイを積みあげて売っていた。また、お

もでのカキやイガイを店で注文して料理してもらうことも可能だった。一度イガイの味をたしか

めようと思ってイガイをたのんだら、ウエイクー1ふ生身て殻を開いただけのものだがいいか、

と言うので 、生身では食べる気がおきなかったから、サケのクンセイを注文した。これはなかな

·かうまかった。パリで は食事を楽しんだ。また夕食には、ホテルの近くの細い路ぞいにあった店．

へ入ってみ�oメニュ ー を見たが何のことかわからない。迷っているとウエイタ ーが、これはど

うか、と言うので、ウイ、ウイ、と言うと、持ってこ．られた料理は細かく．切ったキャペツを油で

いためたものをどっさりと下じき｛9::::. して、太いソーセ ー ジをやいたもので、これもなかなかおい

しかった。

パリの地図を持って、パリの街の散歩にも出かけた。セーヌの河岸を歩いた。大阪の中之島

のあたりに似ているな、と思った。しかし 、建物 はすばらしく手のこんだものばかりで、歴史の

古さを感じさせた。ル ー プル美術館の横を歩きながら、それを有名なルー ブルとも知らずに歩じ＜

ていた。私は、ルー フル美術館からエッフエル塔
‘
のあたりまで歩いた。ときどき、道ばたの外に

机といすを並べた喫茶店に立ちよった。

・ホテルのロピ
ー

でものう．（元座っていると、・日本人の若い娘が来て私に話しかけた。彼女は

ホテルの隣りのお店に勤めているのだが、私の店に来てみないかというさそいであった。ホテル

の隣りにほんの小ぼけな店が あり、女物の小間物店であった。ところが、3ムが店に入るなり、フ
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ランス浪がいきなり「サヨナラ」と言ったのでびっくりしたが、 「コンニチウ」というのを間遠

えたのてあった。日本娘が「変なこと言わ ないで」とフランス娘に注意していた。奥さんに何か

買ってあげま亡んか、と言うものだ から、香水を買った。シャネルであった。

パリに来たのだから、モンマル トルの丘にも行ってみたいと思い、ククシーを走らせ・た。日

本では、ここに有名画家が集まっているような話を聞いていたものだから行ってみたのだが、な

らぺてある絵はかけ出しの画家の二束三文の絵ばかりであったe画家は、こじき画家と呼んてい

いような連中ばかりであった。カメラを、向けてあちこち撮っていると、 「勝手に写真とったらア

カンデ ー 」という関西弁が聞こえた。若い日本人であった。彼は自分の画を ならべてある所へ私

を連れていき、一 枚買えと言った。どこから来ているのだと聞くと、西宮から来ていると言った。

一枚 5000円でどう だ、と言った。下手くそな絵を一枚 5000円はひどいと思ったが、・同じ

兵庫県のよしみで 一枚買った。下手 な絵だった。

ダカ ー ル行きの飛行機は、・ドゴ ー ル空港から出発することになっていた。空港に少し早い目

に行き、飛行機を待った。ところが、放送があって 2 時間ほど待たされた。しびれをもうらせてい

るところに、また放送があった。フランス語の放送だから意味がわから ない。ところが、まわり

に居た黒人たち がこぶしを ふり上げて、ひどくふんがいしていた。どうもまだ待たされるのだな

と思った。 3 時間近く待った。飛行機を待っ間に空港のトイレに行った。手洗場で黒人が短い髪

を一所懸命にといていた。私は、あんな短い髪の毛をといてどうなるものだろうと、不思講に思

った。手洗場を見ると、センマイのような形をした髪の毛 が落ちていた。黒人の 髪は、ゼンマイ

のよう なラセン状なのだということを、•初めて知った。

5時間以上も待って、やっと飛行機 が出ることになった。飛行機は、エ ールフランスの飛行

機である。飛行機が とび立ってしばらくすると、 黒人が帰国てきるうれしさからか、多勢が立ち

歩くので、どうも不愉快であった。飛行機はしばらくすると、ピレネ ー山脈を越えた。山々の項

に雪があるのを見た。夜になり、それからいやになるほど長い時間を飛んだ。 トイレに立ったと

き、ステュワデスたちが妙なことをしているのを見た。後部ドアのすき間にトイレの紙をつめて

いるのである。実はここ から空気がぬけているのてぁった。私も 手伝ってやったが、立派なジェ

ット機 としては な んともおそまつな代物だった。エ ールフランスは、アフリカ行きなんぞにはポ

ロ機し かまわさないのかもしれない。

ともかく、いやになるほど長い時間飛んで、ダカー ルに着いた。ダカール空港は、ひどくお

そまつな施設であった。セネガルの 係官は、ひどく荒っぼい感じを与える連中で、なにか悪いこ

とをして取り調ぺられているような感じを受けた。しかし．、税関検査はしごく簡単であった。ポ

ー タ ー の 少年が外から入り込んで、人の荷物を勝手に手にとり、係官に「いいだろう」と言っ て

タ
、
クシ ー

•まて運ぷものだから、係官は中を開いて見もしないのてあった。少年は、当然のことな
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がら、私に金を要求した。しかし私は、セネガルのお金は持っていないし、フランスの小銭．も持

っていただけ・だったのて、小銭を渡すと、もっともっとと要求したが、私はないと言って断った。

ククシ ー て、クロイド・スー ド
・
（南十字温）

＇
というホテルに向った。

クロイド・、 ス ー ドはセネガル一番のホテルである。空港の••近く． にあるのだが、タクシ ー はも

のの5分ほど走って5ドルを要求した。ホテ．ルでは中二階（こなったひどく大きい部屋を与えられ

た。私一人しか泊らないのに、ベッドが3つも用意されて（ヽた。そして壁は冥白て、どこかの病

院にでも放りこまれたような感じであった。ホテルの従業員はたいてい接客態度が悪く、な（こか．

いつもしかられているような感じを持たされた。トラペラ ー ズチェックを換金するときでも、い

ちいち住所まで書かされた上、5 0ドル1枚しか換金てきないと言って、それ以上は換えてくれ．

なかった。ホテルのパ.....に行つても、ボ
ー

イ、たちはむっつりして不愛相だった。 ・ボーイ長はポ ー

イ達に、軍隊式に命令していた。ホテル代が高い上にサー ビスの悪いこのホ．テJ�.Iみ、2泊しただ

けて別のホテルにかわることにした。ダカ ー ルの中心にあるインデベンデンス街のビシーホテル

にかわった。このホテルの前には奇妙な物亮りがいて、タクシーを降りると待ちかまえていて金

塊のようなものをさし出し、これは金だ、2 0 ドルて買え、とつきまとった。その20ドルが、

1 0 ドルでどうだ、5ドルでどうだ、最後に3ドルまで値下けした。えらく安い金塊があるもの

てある。私は・ビジ ーホテルヘ逃け込んだ。・ビシ ー ホテルは接客惹度もよく、・ホテ）竹t•も安く、 一

応安心てきるところであった。・

ホテ•ルにおちついたあと、ダカ ー ル大学の動物学教室を訪ねた。動物学教室の主任教授は••.、

シセ氏てあった。シセ教授は私を歓迎してくれた。教授は私を標本室へ連れていき、イガ．イ関係

の標本も見せてくれた。ミドリイガイであった。私が標本がほしいと言うと．、標本商人がいるか

：らそこへ連れていってやろうと言って、ダカールの町はずれの小さな集落へつれていき、標本商

人に会わせてくれた。標本屋はさまざまな貝を集めていて、．どれにもひどく高い値がついていた。

おそらく、アメリカ人のコレクター相手の店なのだろうと思った。シゼ教授は私を、自分の家に

まねいてくれた。家に行く途中てマンゴー とビ ー ルを買い込んだ。シセ教授宅て、簡単な食事が

出た。シセ敦授宅・はかなり血‘・コンクリート住宅であった。私の家の2倍くらいの広さはあり、

冷蔵庫もあった。 しかし、家の中はがらんとしており、ごちゃごちゃといろんな物がある私の家

と比べると、簡素であった。セネガルビールが強かったせいて、私は食事をすませたらねむって

しまっていた。これは大変失礼なことをしてしまったと思った。シセ教授の生活を見ると、セネ

ガルの中産階級は自動車も持っているし、冷蔵庫もある。この点では、8本の中産階級とそれほ

ど開きはないと思う：しかし、セネガルてはその中産階級はきわめて少ないものと思われたp

シセ教授が、自分の助手がトカゲをとりにいくから、 ー諸に行かないかと言 っ たのて、＋カ

ゲとりに同行することになったoトカゲとりのランドロ..,..ノ"..,..は朝の出発だった。ダカール大学
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から同乗させてもらった。助手2人と私の3名だった。自動車がペルデ直3から大陸に入ると

そこは土だけ
．
の世界だった。砂ばくとはこう•いぅものかとl;tじめて知った。自動車は海焙から数

キロメ ー トル内陸部を南へ向って進んだ。そのうち、バオバプという木の生えている場所に出た..

バオ バプの木は、8本の盆さいを大きくしたような奇妙な形をしていた・。パオパプの 木はサバン

ナ状にポッ！）ポツ． リと生えている。その下てピーナッツなどの晨業がいとなまれているようだっ

た。しかし、畑といってもどこからどこまてがさかい目なのかはっきりしない畑であった。こう

したバオバプの木のサバンナ！ょ、 3 0 k!n以上も続いた。この間に人に会うことは全然なかったe

M'Bou l と いう町について、昼食にすることにした。助手2人は私をフランス人経営のレスト

ランに案内しておいて、別の食堂に食事に行った。私の入ったレス ．トランはがらんとしていて、

だれも客はいなかったc驚いたことに、机の上にはハエがびっしりと敷物を敷きつめたように止

っていた。食事をする気がな くなり、バンとコーヒ ー だけを注文した。コ ー ヒ ー カップには ハエ

が 50匹も止った。

ランドローパ ーのラジオの調子がおかしい ので、助手が困ってい たか ら、助手の一人に私の

ラジオを 進程した。日本ては2000 円の安物ではあったが、日本のラジオは優秀てあった。ト

カゲを採るために、M'Bour の近くの晨家から一人の男を道案内に乗せた 。主道からそれて2 K 

aほど行ったところに、トカゲのいる林があった。それは日本では見たこともない、絵（こかいた

ような林であった。サルスペリによく似た木がまばらに生えており、その中を、クジャクを小さ

くしたような鳥がとびかっていた。下草はほとんど生えていない林であった
．．
。助手たちは、大き

なバオバプの木の下でトカゲをさがしていた。私がふと木の皮の落ちているのに気ついてそれを

持ち上げると、その下から体長4 0 cm·もあるトカゲが出てきた。2人を大声で呼んだ。·助手達

は、このトカゲは毒がないと言っていた 。晨夫がつかみ上けたのを見ると、腹にしま模様のある

すばらしいトカゲであった。あとは、トガゲの餌となるヤスデを採集した。ャスデは1 5
.. 

omも・

ある大きなものて、サルスペリ によく似た・木の幹のあちこちにと まっていた。ャスデ採りをして

いたとき、運転をしていた助手が、自分にもラジオをくれないかと言ってきた。私はずぐOK と

言い、そのかわりPad10.th まて行ってくれ ないかと きいた。・ガソリン代を出せIf.行くと言うの
・
てラジオを渡す約束をした。

車が南へ向かうほど緑が多く なってくるのがわかった。セネガルという国は、砂ばくと熱帯

雨の中間にある国であると いう感じを持った。助手達11私を、Joalという町まで連れて行って

くれた。面白いことに、Fad1outhというの はJ⑱lのすぐ南にある小さな島であった。Joalから

Fad1outhさて長い 木の橋がかかってい た。ものすこく長い橋て、 500m くらいあった。それ

は、ここが河口てあったためである 。橋の上から見渡すと、Joal側は広大なマシグローブの森で

あった。森は数キロメ ー トル内陸部まて及んでいた。Faci1outh側の東の方には、）IIの中にたくさ

5 2 0 



んの高床式の家が建っていた。助手遠（こ、あれは家かと聞いたら、コウリャンを保存する小屋だ

と宮っていた。面白い風景だった。

四1outhは不思職な島て、島の土地はすぺて貝殻でてきていた。土1るまったくない。オニア

サリに似た貝殻ばかりでできていた c 数十軒の家があった。宗の壁，i、土に貝骰をませてぬりか

ためたも
．
のだった。小街が大勢いてコウリャンつ・きをやって・いた。これは子供達の仕寧になっ

ているようである。カメラを向けると子供達の中の 一 人がは（テしく拒否した。写真を撮ることは

できなかった。F叫outhから丸木舟を出してもらって、マングロ ー プのオ芥や高床式の小屋の見学

をすることにした c マングロ ー ブ林の下部にはカキが多くついていた．ェ夫すれば、この あたり

ばヵキの養殖がてきるよう になるだろうと思った。潮の干いた泥地には、シオ
・
マネキが多くいた。

このような見学を終えて、その日のうちにダカ ー ルまで帰った。

セネガルでは、自分の研究に関して得ることはなにもな力：った。研究上のメ・・ヽJ:,ヶ ・トを得るの

は、発展途上国では無理だとい うことがわかった。これはインドでも同じことてあった。研究の

ことはあきらめて、 いろいろ 見学することにした。

西アフリカは干ばつで、牛がつぎつぎに死に、人も難民となって都市部に集まっているとい

うことが
，

・日本の新聞にはよく出ていた。^しかし、ダカールにいる限りでは、そのような事情は

わからなかっF.o シセ教授（こもそのことを聞いたが、奥地のことだと言って、詳細な説明はして

もらえなかった。し かし、・ ホテルで知り合ったマリ共和国のバマコから来たと＂いう少年は、マリ

ではガオ地区が干ばって、人が一人もいなくなったと言っていた5ダカ ー ルの街には、乞食は少

なかった。私は、その国の良し農しは、乞食の数を1つの目やすと考えている。ダカー ル句街l;t

インドのポンペイやカルカ・1クと比べれば、乞食はほんとに少なかった。そして、9 ・皆なにか小さ

な仕事をみつけて、その8その日の銭をかせいでいた。ホテルの前にはいつも4~5人の青年が

いたが、自動車の車体ふ色とかクツみがきとかをやっていた。

そうした青年の中にまじーて、ホテル前でクッそがきをやっていた一人の少年がいた。彼は、

私がホテル を出るときと入るときは決まーて、・クツをみがかせろとせがむの·t•あった。．だから、

私は1日に2回もクツをみがくことがつづいた。クツみがきは1回50フランであz、・ク日本円（こ；

して50円である。ときには彼は、今日は朝食を食っていないので、クツをみぷかせてくれとせ·

がんだ。この少年と私の間に、少しつつ友情が生主れてきた•o,
・
私は、手紙の投かん、タクシ ー の．

呼びとふ食料品の買いつけ、それから京大の森下正明先生に言いつけられていたアリの採集な

どを·、 この 少年に頼んでやってもらった。そのつど50フランほど支払っ和．しこうした仕事は収

入が増えるので、 彼にとっては喜ばしいものであったろうし、私にとっては便利であった·，， そこ

て、私はこの少年の収入が増えるようにするため、他の客からもそうした小さな仕事が与えられ

るように、看板をつくってやることにした。幸い日本から厚手のポール紙やビニール袋をもって
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来ていたのて、ポール紙にマ・ジックペンて「小さな仕事を引き受けます」と書いた英語の看板を

つくった。少年は大変喜んていた。でも、それで彼の収入が増えたか．．どうか、私は知ることがて

きなかった。

独立広場近くに大きな本屋が 一軒あった。この本屋は、神戸ていえば中規模程度であるが、

セネガルで 一 番大きな本屋である。並べてある本は、ほとんどがフランスで印刷製本された本で

あって、セネガル独自の本は数少なかった。自然科学関係の本はほとんどなかった。だから、本

そのものにはぽとんど興味はわかなかった。ところが、この本屋には美しいセネガル娘が亮り子

と して働いていた。、私は、このセネガル娘を□説いてやろうと決心した。ところが彼女はヽ英

語は全くだめでフランス語しか話せなかった。私の英語と彼女のフランス語ては、なかなか意志

が伝わらない。筆談までしてやっとのことで、ビシ ーホテルに5時に来るという約束をとりつけ

た。私は、セネガル娘と食事をしながら楽しい話てもしようと、期待に胸ふくらませて彼女を待

った。 ところが、いつまて待って も彼女は現われなかった。完全にふられたわけである。どこの

国でもかたい娘はかたいものであることを知らされた。

外国て日本大使館に行ってお世話になるのを、私はあまり好まない。それは、私が精神的に

は無国籍者であるせいである。私は日本という国がきらいなのである。ところが、セネガルで は

それが許されなかった。まず第一に、ダカ ー ル大学を訪ねることだけにも、日本大使館の紹介が

必要てあった。他の公的機関に行くにも必要てあった。だから私は、仕方なく2度、3度と日本

大使館におもむいた。大使館i1ホデルから歩いて1 O分ほどの、とあるビルの3階にあった。全

部で三部屋ほどの小さな大使館であった。日本大使館のすぐ隣が、南ベトナム解放戦線臨時政府

の大使館であった。日本大使館と（：ぽ同じくらいの大使館であった。・大使館は、セネガルでの日

本の地位を象徴していた。

日本大使館に臨時職員として一人の日本女性が勤めていた。彼女はモスク・ワ大学て知り合っ

たマリの青年と結婚して、はるばるダカ．ールまでやってきていたのである。彼女の夫I�、ダカ ー

ル大学の新閏学科に身をおく学生であった。彼女は私を気に入ってく れ、自分の家に食事に来な

いかとこそってくれた•o私は好意をすなおに受け、彼女の住む大学の学生寮を たずねた。彼女の

夫も、私を歓迎し て（れた。
•
そまつな食事が出たが、彼女がせいいっばいつくってくれた食事で

あった。しかし不思謙であった。彼女はなせこんな地球の辺地＜地球は丸いと思っていたが、 “

辺地” があったのかね ー会長＞の青年と結婚する気になったのか。＜日本ぎらいの精神的無国籍

者がヽそんなことわからんでは困るね＞ 二人の間1•こは2人の子供さんがいた。私が彼女の家族

の中に入ると、言葉が大変であった。彼女と夫はロシア語て話をする。 私と彼は英語で、彼女と

私は日本語で、そして彼女が子供達と話 e するときはセネガル語であった。
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.fムは、インチリである彼女の夫に対・し、い．ろんな質問をぶつけ・てみ．た：。私は、 「セネガルが

•最も望んているものは何か」と聞いた。彼は即座i::.、 「それは水と食禄だ」·と答えた．•また私は

「日本は、その水と食稽をあなたの国に援助しているのか」と閏いたら答は． ［否Jて
‘

9）った っ

「最もモの要求にこたえている＇国はどこか」と聞くと、 「それは中国だ」という答がかえってき

た。中国は、セネガル、．モー リクニア、マリの三国国境のセネガル河てダムを作っていた。技術

も人間も資金も中国の援助で、ダムがつくられていることを聞かされた。だからこの国では中国

人が最も尊敬されていることも聞かされた。

ダカ ールの街で、人民服を着た中国人に会っ．た。むこうは、幹部らしい人を中心に4人でこ·

ちらに向って歩いてきた。そして、私の顔をみて、けけんそうな顔付で近づいてきて、私にどこ

から来たのかと、幹部らしい人が閏いた。私はポケットから手帳を出し、日本人生物学者と書い

て渡したら、にこにこしながら握手してくれた．o•なたこんなこともあった。ダカ ール大学の近く ・

．
．を歩いていると、朝鮮民主主義人民共和国の大使館があった。三階建の立派なピル全体が、大使

・館であった。日本からみると北朝鮮は小国である。だが、このセネガルという国での位置はどう

か。日本の小さな大使館と比べて、北朝鮮 は日本以上に重要な地位を占めでいることを、はだて

感せずiこはおられなかつた。私は、日本大伎館に行ったとき、 一人の領事に「日本はこの国に対'

しなにを援助していますか」と聞いてみた
ー

。領事いわく、 「それは柔道です。」恢事自ら、 「そ

れ以外の援助ができていないので残念です」ともらしていた。中国はダムを作って｀この国のホ

問題を解決しようととりくんでいる。． ところが、8本の援助が柔道教授だけというのはなさけな

かった。

．ダカ ー ルにいて一つ興味深いことがあったのは、電話帳てある。厚さ3 omばかりの電話帳

に、西アフリカ9ヶ国の電話がすべて記載してある。西はセネガルから東はナイジエリアまての

9ヶ国の電話全部合わせても、厚さ3 anばかりにしかならない。しかも活字が大きい。なんと

ものんびり
：

した国々だと思った。

ダカ ー ル大学には私の望む文献も標本もないことがわかったのて、なるべ＜早＜
••
こむ出発

して、フランスのマルセー ユの臨海実験所に行くことに決めた。ところて、シセ教授が言うには

モー リタニアのノ ー クショットまで行けばイガイの類が多いというので、ノ ー グシSット入りを

計画した。ピザをとりにモー リタニア大使館•まで出向いた。大使が、たった25オばかりの青年

・だったのには驚いた。しかし、日本大使館の紹介状がないとピサを出すことはできないと言う。

かなり入国が難しい 国らしい。標本採集だけてノ ー クショットに行くには、航空券も変えねばな

らないし、モ ー リク＝ア行きはあきらめた。

ダカ ールを出発する前に、お世話になったシセ教授にお礼がしたかったので、ダカールの最
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高級のレストラン1こ敬授を招いた。そしてメ・ニュ ーを見せ、好きなものを選んて下さいと言った。

ところが教援は、バンと水だけでよいと言う。こ ．f{)レストランては、ス ー ブからはじめ�5品く

らい選ばないといけないから、と言っても、バンと水しかいらない、と言いはる;,·私は．仕方な，<

自分用にスー プやエスカルゴを注文して、教授はバンと水だけを注文した。教授は私にこう言っ．．

た。 「あなたは、．この国の人達がうえに苦しんでいることを知っていますか。私はよ·く・知ってい

るので、バンと水だけでよいのです」と。私•はあらためて教授をみなおした。ダカ-:: Iに大学には

こんな立派な教授がいるのである。この旅行の最大の収喪は、この教疲と接したこ•とてあったと

思う。私は次の日、マルセーユの臨海実験所に向けて出発した。．
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偏 ． 見 と・ 独 断 (8) 

半 仙 半 魚

(-) 

若者の目で現代のアメリカを見てみよう？若者とアメリカ西海岸、このころ生協をはじめい

ろんな所で、 アメリカ旅行のポスタ ーが目につく。私の大学時代l:.t �
・

アメリカ＝帝国主義と．相場

が決まっていたものだ。これが、私の周囲でも、
・
若い人てアメリカヘ行色たいという人が多くな

った。’あの当時、アメリカ． へ行きたい、などと言ったら、・非国民（？）とおこられたような気が

する。それなら、•現代の ．アメリカは帝国主義でなくなったのだろうか。アメリカが帝国主義でな

かったらどこが帝国主義の国だというのか。もしそう ．ではないという人がいるなら、この
＂

「生物

学会誌」に反瞼を書いてもらおう。アメリカは、世界のあらゆる所で、いまだiこ悪の種をまき散．

らせておるではないか。 「アメリカだって、悪い人ばかりではない」当り前の話てある。世界中

どこへ行っても、ぃ
．．

い人はいる。そんな単純な動慢で行くのなら｀日本の山谷あたりでがまんし

ておいた方がいい。ただいきよう日は汚ないかつこうで行くと凶暴なガキが伊浪者狩り） ：と

称して殺しにくるらしいし、また同じ日本人でも助けてくれないという危険を覚悟て行がなけれ

ばならないが。知らない所へ若いうちに行っ ていろんな体験をしたい。「カッコイイ事をヌカス

な」
’

これも、台湾、韓国、東南アジアヘの売春ツア..... と大差はないC要するに白人に対する劣

等感に基づくものであり、学者になりたい者ならアメリカヘ行ってつまらんIヽクをつけてくる（径

ハク）か、そうてなければ8本にいてももてない男（女）が、アメ．リカでも行けばも てるのでは

ないか（私もそう思っているのだが）、という助乎根性である。よく考えれば、日本でもでない
・奴が•アメリカで もてるはずがない。西海岸て短足を．さらけだしては、哀れさをさそ··うだけである 。

それでも向うはちゃんと計算づくて、ぅ．ま（おだてて金を使わせ、帰りには向うのダラな自然保

護団体の「捕網口反対」と書い たチャラチャラしたシャツまて買わされ、ぅれしそうな顔をして帰

ってくるのである。だいたい旅行なそというものはその土地に対する独断と慣滉を助長しに行く

ようなものて、遠くであれこれ思っているとこるがよいのである。先のないお年寄りならメイ土

の土賑話に行．く•(fJも結構であるが（あの世とやらは、どんな人種がま・じつているかわからないか

ら）。その程度の事なのだから｀行（のならこっそり行って、＇帰ってからあまりアメリカヘ行っ
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てきた、と他人にしゃぺらん方がいい。 「お前は、それだけ悪□いうところをみると、本当はよ

ほど英語ができなか ったのだろう」 その過り、中学へ行って英語を習ったとき、毎日「私の名

前は・ ・ ・・・・、こ・
れは・・・・・・くあれは ・・・・・

・
・」 まったくくだらんかった。アメリカ （イギ

・
リス・だ

ったかも）の 中学生の書いた手紙、 「私の名前は ・・・・・
、オカンの名前は・・・・、オトウの名前は・・

．．、朝起きて顔を洗って学校ヘ・・囀・」ああ、こんなのに我、日本は戦争に負けたのか、死んだ英

霊も浮かばれまい、とガッカリしたものだ。それても、受験のために英語の勉強もした。それが

大学へ入ったら、周りの人は皆、アメリカは帝国主義だという。私の家は由堵正しき神職だった

ので、子供のころから言われていた、 「悪い人達の使っている言葉を真似し ．てはいけませんよ」

と。故に、英語がますますできなくなった（みんな親のせい）。それでも、向うの音楽はよく聰

いたし映画はよく見た。これは英語ができないことが幸いした。だいたい歌の文句など、日本で

もアメリカでも0クなものはないようだ。特にアメリカのように愛だの恋だの ．と、や·たらという

人種の言葉の意味がわかったら、私のように歯の悪い人 間は、1本残らず浮いてしまうにちがい

ない。映画にしたところて、ちょうどものごとのよく．ゎかっていない中、高校時代に、西部劇な

どで白人がインデイアンをやっつけるのを見て興奮していたが、何のことはない、本当は白入が

勝手にインデイアンの土地に入りこんできただけのことだった。それでも、インデイ
・
アンの

・
中に

もジェロニモなどという勇敢なのがいたそうで、その子孫になら会いに行きたい気もする。ても

止めておこう。会いに行ったら、近代的なピルの中の土産物店で、金歯をきらつかせながら色の

あせた絵ハガキを売っていた、・なんて目に 会いそうだ。 • 

以上、・ くどくどと書いたから、も うだれもアメリカヘ行く気はしなくなったでしょう。もう

すでに切符を買ってしまった人は、私にゆずりなさい。私は助平根性で行ってきますから。

それても行く 、という人に対しては、大平洋の真中で飛行機が墜落することを祈ることにし

よう。

（二）

`’あなたのリー ドで島田 ．もゆれる チークダンスのやるせなさ 乱れるすその••….,,

．． 毎日雷の中に閉じこめられていたのでとうとう幻覚症状が現われたか、と心配してくださる

向きもあろうが、もしそうであってもヽ別に他人様に害を与えることはないと思うからゞ御心配

にはおよばない。毎日家の周りの除雷という単純労働をや
“

pていると、ついこの歌が出てくるの

である。大学2年生のこ・ろだったと思うが、授業料（あの当時半年で••3~4干円）を使い込み、

合計から ． 「す．ぐ払え、できなければ家に知らせる」とおどかされ、；すぐバチンコ屋へ走り、結局

だめだ？たのヘアルパイ．ト センクーの紹介である繊維関係の会社へ1 ·o 日間ほどア）レバイ ト
．
に
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行ったときのことである。仕事といったら、毎日・ クソ暑いのにパカ重たい布地を35~6オのオ

がチャンといっしとに倉庫から出し入れするという、まぁ頭を使わなくてもすむという点-Ci;l足、

にびったりの仕事であった。こ の35~6オのオ・」チャンが仕寧の間中、この歎を喝うのであるe

その会社には若い女の子がたくさんいて、みんなそのオッチャンの歌をきいて、 「ア ー 、中年は

いややね工」という。 「バカ、十年以上もこんな仕事やっとったら、アホな歌でも喝ゎ
｀

んとやっ

ておれん。」このオッチャン、後て聞いたところによると、高校を出てすぐこの会社に勤めたそ

の当時は、まったく無0な少年だったらしい。それがある日突然、どこかが狂ってきて、歌は0届

うは、若い女の子の尻ば追いかけるは、となったらし・。そして私は、 「あんたもマネしたらぁ

かんで」と言われた。ところ がである。私の方はもう 3 日目ぐらいて、このオッチャンと 2 人で

［あなたのリードで••…•」という絹子になって 、 「クソ暑いのに、まじめくさった顔てゃれる

．かいな」。そして若い女の子から、 「あんたの将来も決まったようなもんね」 （女の直感とは恐

しいものである。今の私を見抜いていたのだから）。

こうしていまごろ、雷の中で単純な仕事をやっていると、この歌が出てくるのである。いや

らしい中年が定着したのか、それとも労働者らしくなったのか、喜んていいのか、それとも悲し

むべきことなのか。

ところで、その当時の想い出がもうひーとつある。ちょうど大学紛争のころだったが、友人の

結婚式を見て、あの歌の文句にある高島田を私が、 「あれはなかなかいいものだ」と言ったら、

「あれは島田女郎衆が男に買 われていく時のかっこうで、•それがいし、という男は許せない」と、

たいそうしから れた事を思い出す。このごろでは、そんなことを言う女性もいないようだ。喜ん

ていいのか、それとも悲しむべきことなのか。

（三）

よく近所の中学生や高校生に、自分達が詈っている数学や英語がいったい卒業した後何の役

に立つのか、と聞かれる。これはだいたい、でき． ない奴の常とう句のようなものだが、．不思議と

生物学が何の役に立つのか、とい う奴はあまりいないようだ。まぁ、ガキ共の本心がどこにある

かは一応別として、数学では、お金のかんじょうさえできれば、あまりエライ人にならないかぎ

り、事足りそうである。ところが、生物学について1さヽ何が卒業後の実社会で必要なのか（別（こ

統..... した体系など望んでいるわけではないが）、私が最低必要だと思っている（感じている）事

と、今の学校で習っている事との間が、あまりにもかけ離れているように思えてならない。

私の所へ魚を買いに来た人が、 「この魚、殺す（：：：はどうしたらいいのですか 」と聞く。「頭

をたたけば死にますよ」と言うと、まるて殺人鬼ても見る・ような目つきで私を見て、 「そんなか
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わいそ？．．なこ． と 、．てきますか」という。 「それなら、水を切っておけばし・ばらくして死I�ますょ」

と教えると、 「そんなことて死ぬんですか」と不思議そうな顔をする。いちいち説明するのも面

倒臭いのて、 「いいかげんに持っていって、煮るなり焼くなりしてくれ」とし｝う気持ちになる。

大人が大人なら、子供も子供である。・ホ積の中のイワナを見て、 「これイワナでない。だって図

鑑とちがう。」私が「イワナだ」といっても1言じない。山奥の魚屋のオッサンの言葉より、図鑑

の…•先生の方が信用できるらしい。それに、釣った事（捕った事）もないらしいくせに、 「イ

ワナというのは、深山幽谷、人跡未踏の地にしかおらず、大きなヘピを食って生きている」など

はずかしくもなく、私の前で言ってのけるガキもいるc魚だけに限った事ではない。山なのて、

よく学校から野鳥観察に来る。私らの子供のころとちがって、驚かすこともなく、＇追っかける事

もなく、捕えることもない。悪いことは全くしないで、遠（から双眼鏡てながめているだけてあ

る。あんな事をしていて何が面白いのだろうか、と思う。私は狩猟民族の血をひいているらしく、

野蛮人としか思われていないらしい。自然保護を訴えている人から、魚を食べに来たゴイサ・ギを

つかまえて死なせた事を、・きつくしかられた。 「鳥がかわいそうと思わないのか」と。イワナや、

それを苦労して育て々いるしよぼくれ中年男の方は、ちっともかわいそうではないらしい。現実

にある（起こっている）自然（生物）に対する認織・対応の仕方が、私に言わせればく全くアカ

ンのである。このごろは、中学生でもDNAや、ダー ウィンの進化翰を知っているという事だ。

（はずかしながら、私はよく知らない。）だが、そんな高尚な事を知ってる彼らが、生まれ．てこ

の方、生物と接し又それを食料としてきた過程て、ぞれらをどんな関連性の中で興味をもち理解

してきたのか、私は疑問に思っている。社会に出てから必要な生物学とは何かなどというと、ま

たいろいろややこしい問題が出てきそうだから、そかはさておいて、どうしても必要なのは、個

個の人間（教える側も教わる側も）が生活の場でいかに生物とかかわっているか、そこから出て

きて、そこから生まれた個々の人の哲学で語られるものではないだろうか。それを抜きにして考

えるから、ゆがんだ自然保護論になったり、単に業績を上げるためだけの論文つくりの生物学に

なったり、進学するための生物学になったりするのだろう。個々の人間にとって、食い物として

の生物、仲間としての生物、観念として七はなく現実に存在するものとしての生物を、しっかり

と自分の目でとらえ、自分の言葉で、なせ殺すのか、なせ保護するのか、だれのための生物（自

然）であるべきか、を考える。これこそ生物学の第1歩だと、私は考えるのだが。

（四）

「日本、アメリカ、イギリス等先進国の放射性廃棄物の海洋投棄が後進国の反対で…．．．」

ある日の新聞の記事である。•このごろ先進国のゃることは、まずロクな事ではないようだ。日本
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もまた、全くはず、かしい事をやっている。 そのはずかしい記事の横に、 コンピュ ー タによる明か

るい日本の未来像なるものもいっしょに載っていた。以前、オシメだけをしたハダカの子供が1

人て家にい て、 その子供の前に大きなコンピュ ー タが置いており、子供がそのポタンを押すだけ

で家中のありとあらゆることがてきる、というマンガが載っていた事を、 フト思い出し た。

いや、それよりももっと変なマンガを思い浮かべてしまった。 それは、子供てはなく大の大

人がやはりコンピュ ー タの前にすわり、 あらゆることをポタン 1 つて’処理し、またそれが可能だ

というマンガて•ある。 ところが、 テメエの出したクソだけは処理できなくて、 クソまみれになり

ながら、平気でコンビュ ー タの前にすわっていた。

下品で貧弱な想像だとヒンシュクするなかれ、 これこそ公害に汚染された経済大国日本の姿

そのものてはないか。 コンピュ ー タなるものがそんなにすばらしいも
．

のだったら、放射性廃棄物

を海中に捨てるのが良い事なのか悪い事なのか、 いっぺんコンピュ ー タにかけてみればよい。 そ

んな簡単な事すらできない視械な ら、 こんなものこそ海中へ捨ててしまった方がよかろう。 そう

すれば電力の節約になり、廃棄物も減るにちがいない。

それ とも、コンピュ ー タが危険だといっても、もうだれも信じなくなっているのだろうか。

それこ そ危険な状況だから、やはり何とか捨てなければならぬようだ。

※※※※ ※※※※ 

今回は、婚前旅行と称してアメリカヘ行ったT子さんへ、同級生の中ていちばん出世しいつ

も私の近境を心配して下さるI君へ、優秀な論文を書いて卒業してい（生物学科の学生へ、そし

て、反原発運動を終えてあこがれのコンピュ ー タ会社へ就職することになったT.君へ、それぞれ

の御期待にそえるよう下品に書いてみました。
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くく 書評とおぼしきもの ＞＞ ： 

「地震・憲兵・火事・巡査J （山崎今朝弥著、岩波文庫）

栗 閏 修 平

私は現在、日本生物学会に所属している。そして何年か前に、何人かの人間をよせ集めて日

本生物学会東京支部を般立し、自らその支部長に就任した。それ以後、日本生物学会の名を天下

にとどろかすぺく、日夜紛骨砕身努力を重ねている。私が現在 所属しでいる学会は、日本生物学

会ただひとつである。
． ．

私が本来専門的に勉強したことになっているものは、生物学ではなく、法律学てある。だか

ら、法律関係の学会にも一つくらい名前をつらねていてもよさそうだけど、そういうものには近

づかないこと［こしている。、 というのも、法律関係の学会でわが生物学会ほど面白そうなものは無

いだろうと思うからである。それに、私は法律学を勉強したということになっているのであって、
. . . . . . . .  

実際にはあまり法律学など勉強していない。不勉強な私を簡単に受け入れてくれる法律関係の学

会 が、この世に存在するかどうかもわからない。生物学てあれば、私は思い出 したように発行さ

れる ｀＇ 8本生物学会誌’'に目を通すことによって、多少は勉強しているつもりてある。

あまり勉強しなくても、「勉強したことになっている」というのは、どういうことか？ そ

れは、私が吟去学士’'という称号を一応いただいてし、るからてある。この称号は、その筋のいわ

ゆる “権威’'あるところからもらったものだけれど、戦前には勝手に「法律学士」の称号を窮許

．したり、「法律博士」の称号を授けたりした人がいた。それが、これから紹介する本の著者であ

る山崎今朝弥という人物である。

山崎今朝弥という人物は、明治・大正•昭和を生きた弁護士であり、社会主義者であった。

この男は、私の直感によれば、わが日本生物学会の奥野会長とよく似ている。どういう所が似て

いるか、後で書こう。以前、奥野会長と話 した時、会長が・「定年退官後は司法試験に挑戦して、

弁護士になろうと思うてるんや」といったようなことを話されたような記憶がある。会長が弁護

士になるとしたら、恐らく山崎今朝弥のような感じの弁護士になるのではなかろうか、またなっ

てほしい、と私は思っている。しかし、司法試験というのはことのほか難しいものである。実は

私も以前 、司法試験を受けようと思って3日間ほど勉強したことがある。私が大学を出て最初に
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就職した時、同期て入社した者の中に司法試験の勉強をしている男がいた。その男と私はお互い

に「仕事をする気がない」という点で気が合ったeある時、その男が「どうせお前もマジメ（こ仕

事する気などないやろ。どうや、 一緒に司法荻験の勉強をしな．いか」と私を誘った。その男が言

うには、 「民法と制する者、司法該験を制す」で．、とにかく民法をI.t"Iチリ勉強する必要がある

とのことであ和かくして私の司法誤験への挑戦が開始された：•そして38閏ほど法律奮をひも

とき、粂文に線を引いたりした。しかし、面白くもなければ、読んて＾感動を党えることなど決し

てな・い法律書や条文をながめていると、それだけて疲れてくる。そんな生活が何年も続くことを

想像すると、早々にギプ ＂ アップした方がいいと私は判断した。かくして、私の弁護士への夢は

ついえ去った。私が思うに、司法試験の勉強というのは、よほどのヤマッ気とよほどの根気を必

要とする。 パ チンコの必勝法はガンバリとネパリであり、私はバチンコに対してその力を十分発

揮できるガンパリとネパリを持っているけど、司法試験に対するヤマッ気と根気はそれほど持ち

あわせていなかった。

前置きの部分で脱線ばかりしていては申し訳ない。そろそろ本題に入ろう。 「地震・憲兵・

火事・巡査」は、山崎今朝弥が関東大震災直後ころまでに書いた文を集めたものて、昨年1 2月

岩波文庫から出た。本書のタイトルは「地震•雷・火事・オヤジ」のもじりである。山崎は、関

東大震災のどさくさの中で憲兵に虐殺された大杉栄や、亀戸警察署て虐殺された平沢計七等と親

交があった。その山崎が権力への怒りをこめて使った言葉が、この「地震・憲兵・火事・巡査」

てある。無論、関東大震災の時に虐殺されたのは、•大杉や平沢等の ｀’主義者'’ばかりてはない。

多数の朝鮮人が日本人の手にかかって虐殺されている。そのことにも山崎は言及している。

さて、 ｀’主義者” 1こして弁護士である山崎とはどういう人物か？ まずは、本書所収の自伝

に即して紹介しよう。

君、性は山崎、名は今朝弥、明治十年逆賊西郷陸盛の兵を西南に挙ぐるや、君これに

応じて直ちに信州諏訪に生る。明科を距たるにわずか八里、実に清和源氏第百八代の

孫なり。幼にして既に神童、餓鬼大将より腕白太政大巨に累進し、大いに世にはばか

らる。

ここに出てくる ＂明科”というのは、大逆事件の宮下太吉が爆裂弾をつくったとされている

所である。この大逆事件には、山崎もすんでのところでひっかけられそうになるけど、幸いにシ

ッポをつかまれずにすむ。それは彼が ｀｀主義者'’になってからの話である。さて、その腕白太政

大臣は成長し、苦学して、判検事任用試験と弁護士試験に合格する。そして一度官吏になるけど

・体質にあわなかったようで30日ほどて辞めている。その後渡米し、そこで幸徳秋水等と交わり

"主義者” となっていく。アメリカて何をしていたか？ 自伝によれば、次のょうにな っ てし‘る。

5 3 1 • 



久しく海外に遊びi/しマスメント・ユニパシチ →を出て、欧米各国色々博士に任じへ•特に

特に米国伯爵を授けらる。隷rこ析代の豪傑たり。

アメリカに ｀｀ペー メメン．ト・ユニバシチーM という大学があるかといえば、そういうものは存在し

ない。要するに、サラ洗し・ヽをして勉強い�という意味てある。 疇欧米各国色々博士’'に任じたのも

山崎が勝手に自分て任じたことである。叫田国伯爵” もア')(I}力に貴族制度が無いことに目壬つけた
. . .,

山崎が勝手に名乗りをあげたものてある，

山崎は ｀｀米国伯爵’'の肩書きを引っさけて明治 40 年に帰国する。そして弁護士を開業する。

当時1サ弁護士も広告を出すことが許されていた。彼が東京内出した広告は次のようになっでいる。

公 事 訴 訟 は 弁・護士 の 喧：物

東京米国大伎館前

． 弁護士

米 博 士
山 ．崎 ＾ マ •朝 弥

電話 赤局 800番

弁 霞 士頼 む な 公事 す る な ・

当時は電話の少ない時代である。ここで使われている電話番号は、＼少し離れた所にある肉屋の電

話誉号である。それを山崎は勝手に使っている。ここで山崎は道楽雑誌である「法律文学」を出

すが、借金を かかえて、上諏訪へ逃げる。その後、甲府に弁護士事務所を開く。その時に出した

広告は次のようになっている。

亮出し

に付き ．

弁 護 ． 士
・

大安 亮

甲府法務局長
平民法律所長

山 崎 今 朝 弥

·甲府遊かく大門前化物墨敷

面白Cヽ
9

のば、自分の事務所を吟会務局＂と称しているごとである。山崎l;I:自分の事務所の玄関（こ

呻町の看板をかけでいる。このころ大逆事件にかっかけられそうになるけど、すんでのと

ころで難を免れる。

＇その後再び上京し、組合東京法律事務所を開く。1'9.1 3年のことてある。これは日本で最
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初の合同法律事務所であるcじかし山崎はここを3年余りで追出される。それというのも、山崎

が所かまわず放ヒしたり、夏に事務所で裸になったりするからである。それに加えて、当局のお

尋ね者であるような ｀｀主義者” たちが山娩を尋ねてひんばんに出入りするため、他の紳士弁瞑士

からひ．んしじくをかったのである。

1 9 1 3年に山崎は組合東京法律事務所をつくったが、同じ年に山崎は日本社会党を結成し

て、その総裁に就任している。党員は山崎ただ1人だったという。その党の党則を全文次に掲げ

る。

第一条 名称を日本社会党とす。

第二条 目的は憲政を促進し普通選挙の実行を期するにあり。

第三条 以上

これは、当局に結社届を出した維織であるけど、当局からは解散も禁止もされず、要するに相手

にされなかった。ところが山崎は、日本社会党総裁の名でもって、原敬 ・ 加藤高明・犬養·穀等

に総救会議の召集状まで送っている。もちろんこれも相手にされなかった。

組合東京法律事務所を去った山崎は、1 9 1 7年ロシア革命の年に、平民法律事務所をつく

る。甲府時代にも、山崎は平民法律所長の肩書きを使用したことがあるが、今回
・

はそのより本格．

的な取組みであった。山崎が今回開いた平民法律所は同時に ｀‘平民大学＇’ でありv雑誌「乎民法

律」の出版元でもあった。 ・「平民法律」及び平民法律所の広告は次のようなものて•ある｀

無料専門、我がまま御免、道楽半分1：：て社会問題に関係ある

法律事件のみを取り扱う。

本誌の種になる事件は特に歓迎するe

平民大
学直営

東京市芝区新桜田町十九嘔：地

乎 民 法 律 事 務 所・ ．

1

さて “平民大学’'とは何か？ これが先に書いた「法律学士」や「法律博士」
．

の称号を勝手

に出していた所である。山崎の書いた「平民大学令」をそのまま全文引用しよう。

平 民 大 学令

第一条平民法律所は総てこれを乎民大学と称す。．

第二条・日常の実際生活に必要なる法律は総てこれを平民法律と称す。

第三条 雑誌「平民法律」はこれ
．
を平民大学法律講義と称す。
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第四条 平民大学は毎月一 回、平民大学法律講義を発行公布して、平民法律を学者 に

伝授す。

第五条 乎民大学法律講義は、通俗平凡（こして、趣味津々たるものとす。

第六条 日本臣民は均しく、平民大学学者となる権利を有す。

第七条 本学の卒学者には、平民大学法律学士」の称号を総許す。

第八条 本学または国家に特別の功労ありたるものは、総てこれを本学名誉員に推薦

し、ことごとくこれに「平民大学法律博士」の称号を授く。但し、平民の体

面を汚したるときは、即時これをち奪す。

第九条 本学学者は、卒学までの学費六カ月分金壱円なりを前納するものとす。

第十条 本学学者は、本学講義に対し、無科解答を要求する特権を有す。但し返信料

はこれを要す。

第十一条 •一般臣民は別段の手続を要せず、年半円を前納し「平民法律」を愛読するこ

とを得。

乎民大学学長山崎今朝弥は、こ の「大学令」にあわせて「平民大学令詳解」も書いている。そこ

て「平民法律」を次のように定義している。普通、・法律というものは「財産や地位の現状を乱さ

ぬように、財産や地位のある人たちがこしらえたものである。しかし平民法律は、現状を打破し、

局面を展開し、財産や地位を得んとする、 現在財産や地位なき人の、日常生活に最も必要なる法

律のこと てある。」また、「 大学令」に出てくる “学者” とは「平民法律を学ぷ者」てある。

まだまだ面白い話は沢山ある。例えば、平民大学夏期謬習を開催し、警察の干渉を受けたこ

とに対し、三田警察所長 を相手に名誉回復請求訴訟をおこしたり、科料金五円を言渡されたこと

に対して、それを不服として正式裁判を請求しでみたり・・・・・・。しかし、 ．．．それは割愛しておこう。

私は、山崎と奥野会長に似ている所がある、と感じた。どこらへんがそうか、皆さんもわか

っ た のではないだろうか？ 奥野会長が山崎同様に所かまわず放ヒしたりするかどうかは、私は

知らない。だから、 「 そ の点が 似てる」と私は 言ってるのではない ことだけは、奥野会長にしか

られないよ うに、ここ に附言しておく。 （言ってなくても思っているに ちがいない。弁解する

ところがいよいよ怪しい。 ＂名誉回復請求訴訟”．をおこすぞ‘.,...会長）

1923年9月1日、関東大震災がお•こる。・倒壊した建物の下敷きになったりく火に焼かれ

て多くの人々が命を失った。と こ ろが、関東大震災 における死者は、これだけではすまなかっ た。

震災直後に発生し た流言ヒ語によって、多数の朝鮮人が 虐殺され、そして山崎とも親交のあった

大杉栄等の ＂主義者’'も虐殺された。大杉と一緒に橘宗ーという・少年も殺されている。本書 の後

半は、 こ の大虐殺に対しで、．：山崎の怒りをぶちまけた文章が集めてある。私が引用するより、皆

さんに直接読んでいただいた方が、．｀｀怒り＂ がよくわかると思う。ただ、一 つつけ加えておきた
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いのは、山崎が朝鮮民族の独立ということをはっきり言っている点である。.::のことは、当時と

しては相当に勇気のいることだったはずである。男気がいるばかりでなく、当時の日本人の多く

はもちろん “主義者りの多くですら、朝鮮人を日本人とは対等／こ考えず、 一 つの民族として筵重

する、思想を欠いていた。モんな中での山崎の考えは立派だと私は思う。

さて、本書には山崎の窟災直後の時期までの文章が納められている。朝鮮人虐殺、f中間て；；；

り友人てぁる人たちの虐殺に怒りをぶちまけた山崎は、その後どう生きていったか？ 彼は、相

変らずどこまてマジメてどこまで不真面目かわからぬ惹度をとりながら、戟時中も権力にシッポ

をつかまれぬように、生き抜いたeそして日本労展弁護団の 一せい検挙に対する弁護人を引きう

けたりしている。獄中非転向・不屈の闘士というイメ ー ジからは、山崎はほど遠いけど、その彼

も節を通した一人だと私は思う。 “ほとんどマジメ ’'でとに角がんばるというタイブの入を、私

は自分がそうてないだけに、立派だとは思う。
・
かし、ある近より難さも感じる。それに対し．、

山崎のような感じの人には、非常に親近感を覚える。山崎は戟後も、三鷹事件や松川事件等の弁

護人を引きうけ、・1954年78オで鬼籍の人となった。「地獄のさたも金次第」というところ

をみると、残念ながらあの世にも乎民がいたり
．

、ブルジョウがいたりするかもしれない。山崎は

そこでまた “天国伯爵’'を自称してみたり、 ＂亡者平民大学’'をつくったりしているのかもしれ

ない。
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課題研究発表会の事後報告として

（ただし発表内容1こついては言及なし）

田 中 敏 之

最もそれはそんな屑を張って話すほとのことでもないてし
・
ょう。そして何も他の学科がやっ

ているからというだけの こ とでもない。卒業後の各自の進路はいろいろてあり、大学に残るもの

もいれば社会復帰するものもい る。そんなとき、4年生としての一年間自分が興味をもってやっ

てきた課題研究の 発表する場があってもいいんとちがうかなと思っただけのことです。何につい

て興味をもち、どういうふうにやってどう思ったかを発表してみて、いろいろ人から意見をきい

てもいいと思う。ただそれだけのことだったのかも知れない。

さて、発表会をしようという話をはじめてもち出したのは昨年の年末、正直な話 こ のへんの

ときにはもの すごくかまえていきごんでいた。だけどもそんな訪を するときにいるのはいつも数

人だけて十分に話 し合えなかったし、それは年が明けてからもそうてお紅7. .�..(う｛土は多分に

自分がなまけていたからだったとも思う。）
・

年が明けてからは何よりも あせった。だけどももう

一度4年生各自に贅否をとってみてと思 っていた。もっともこ こ て賛否をとっていても始まらな

いのてあると後で気がついた。すぺて決定的な こ とはやるならやる、やらないならば何もしない、

とこの2通りのことしか実際不必要だったのです。てきることなら、卒業生全員の意志でこの会

を開催できればよ かったのに と思いますが、なんせ気まぐれのくせがある筆者はやると断言した

わけであります。やると決めてからても何度もやめようと思いましたが、これまた筆者のひねく

れ根性によって独断と偏見のみによ って会を開催いた しました。だけども発表して下さった先輩

や同輩の御苦労なきには会の開催はなかったように思います。またお忙しい中を我々のつたない

発表に耳を傾けて下さった先生方・先輩また熱心にきいておられた後輩にも会の開催を企画した

ものの 一 人として紙面を借りてでありますが感謝の意を表します。

会の成功・不成功は全く関係ないこととして考えて、 こ れらの会がもてたという ことに多少

なり意義をみいだしています。反省点は多くあります。参加者（ こ れは特に発表者）が少なかっ

たこと． こ れはひとえに主催者のうちのひと りである筆者の責任です。任務をお こ たって十分に
． ． ． ． ．  

話し合える時間がもてなかったこと。そして話し方のまずさで誤解されるように話したので参加

者 が少なかったのでしょう。まったくこれには頭が下がる次第です。また各自のもち時間が十分

てなかったこと。こ れもまたあまり時間的余裕がないように会の日時を決めたのも原因の一つて

はないかと考えます。その他も ろもろ。反省点が多く目立ったのではありますが、なんとか無事
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に終了しました。くり返しになりますが参加して下さった方々、また発表をきいて下さった方々

に感謝の意を表し紙面ではありますがお礼の言葉にかえさせていただきます。

！ ！ ！ だれだ、 「原稿は無審査・無修正の上無責任に掲載する」なんて「投稿

規定」をつくったヤッは！ ーー 会 長 ーー！ ！ i 

生 物 学 誇 大 事 典
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! ? ! •会 計 ＇ 報 告 ！ ？ ！ 

1982年4月 ー1983年3月

収 入

. 1 0 0円会員 24人分 2400円

1 0 0 0円会員 97人分 97000円

2000円会員 6 人分 1 2 0 0 0円

小計 111400円

前年度くりこし 3 2 8 1 0円

総 計 144210円

支 出

上質紙 8000枚X2円 1 6 0 0 0円

表紙 1 O O 0枚X3円 3000円

フアクス原紙
I 

40枚X70円 2800円

印刷インキ 2本X900円 1800円

送料 1 3 • 1 4号その他 59000円

計 82500円

くりこし 61 7 0 0円

監査報告

監査対象である帳渇・領）扱書その他一切存在せず、さりとて会長の頭の中まで詞べるわけにも

いかず、結局監査はできなかったが、 おおむね良好てあると認む。

538 

日本生物学会会計監査 夢籍忍太郎 印



くく 編 集 局 だ よ り ＞＞

◎ この4月、当学会纏集局長は悪運強く就聰に成功し、地方に去りました。当人の強っての希

望て、本誌の今年の表紙はピンク色です。これは、何でも本人のバラ色の未来を象徴してい

るのだそうです。私には、ピンク色（こしか見えませんがね。

◎ ところて、彼は、地方へ出ても纏集局長は続けると断固として主張し、説得に耳も貸しませ

ん。そして、完成間近かの第1 5号の編集後記をすぐ書いて送ると約束しました。ところが

なかな か来ません。まあ、新任の職湯で大変なのだろうと、さいそくもひかえていたのです

が、聞くところによると、最近知り合ったあ る女性のところへは、ひんびんと手紙が来てい

とのことで 、ここにいたって編集局長を解任することにしました 。当分、会長自ら編集局を

独裁支配することにします。

◎ ロコミで伝わるのか、毎年何人か入会の申し込みが来ます。ところが、寄る年波でこのとこ

秘っきり物覚ぇが悪くなり、入会手疇続き、といってもカ ー ドに記入してパ•，・クナンバ ー を

送るだけなのですが、それを忘れてしまうことがあります。申し込んでも来ない．ときは、ぉ

手ですが再度催足して下さい。

◎ 先日、 ー市民の方から本部へ電話がありました。「会員は非教授に限ると書いてあるが、ふ

・

つうの労働者ははいれないのてすか」 「いえいえ、非教授というのは教授以外ということで

·教授でさえなければ、全国民がはいれます」 ・「それならそのように、もっとはっきり書いと

いてもらわんと困る」 この会をつくったとき、ちょうど金沢大学の生物学科は、教授が教

室会議を解散して独裁をはじめ、我々 は果敢rこもそれに対してトウソウしてたもの：ですから、

あのような呼びかけとなったわけです。もっとも、実は今もなお教授独裁中で、我々はなお

トウソウ（字が変ったかも知れませんが）中です。

◎ 例によっ て、会長にも真疑のほどは定かでない「会計報告」とともに、フリカエ用紙を同封

します。 「会計報告」によれば結構黒字が出ていますから、皆さん、あまり気になさらない

で下さい。

1983 年 4月 20 日 会 長

5 3 9 



「日本 生 物 学 会 」 設立趣意書

なんにも目的はないけれど、「日本生物学会」なるものをつくろうと思う。動物学会や植物

学会はあるが、日本にはまだ、生物学会と称するものはない。しいていえば、それが設立の動機

である。

会の目的はないが、事業はおこなう。

その一つは、会誌の発行てある。これを「日本生物学会誌」と名つける。刊行は不定期とし、

原稿が集まり次第発行する。したがって、原稿が集まらなければ、永久に発行しないc内容は、

会の名称にふさわしいものとする。ただし、 “生物’'には当然人間も含まれる。たとえ天文学で

も、もしそ、れを人間がやったのならよいことになる。また、 口日本＂ 生物学会であるのて、日本

語以外は受けつけない。受けつけた原稿は、無審査・無修正のうえ、無責任に掲載する。

第二の事業は、 「大会」である。年一 回金沢において開く。大会は、•しゃべりたいものがし

ゃべり、聞きたし；ものが聞くことによざて成立する。したがって、しゃべりたいものがいなけれ

ば直ちに解散する。 ． （聞きたいものがいなくても同様てある） 二次会はさまた(1ない。

会員の資格は ＂非教授’'とする。要するに、教授以外であればだれでもよい。もっとも、教

授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある。

会員の義務は、会費をおさめること、及び、会費の行方について、深く追及しないことであ

る。会費は当分の間、 定職についているもの年 1 0 0 0 円、定職なきもの年 1 O O 円とする。善

意の寄付はこれをこばまない。ただし寄付しても、‘何の特典も与えない。

会の ＂管理・運営” は、当分の間、会長の
・

独裁とする。会員は会長に対し、団交櫓を持つ。し

たがって、総会は 開かない。団交は文書ておこなっでもよい。

本部は、金沢市丸の内1の1 金沢大学理学部生物学教室 生態学第一研究室．におく。連

絡はすべて本部あてにおこなうこと。

各地に支部を設立することが望ましい。支部長は自称すれば直ちに発効する。支部の管理運

営は支部長の独裁とし、本部は一 切関知しない。

以上の趣旨に焚同の方は（あまりい るとは思わないが）、 あるいは賛同しなくとも、同封の

ヵ＝ドに氏名・住所・電話番号をかきヽ会費を同封して、、本部まで送られたい。会詰の発送をも

っで受領書にかえる。原稿がなければ永久に出ないことを御了承のほどを。

1977年5月26日の佳き日に
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会 長 奥野良之助



く会 則 追 記＞

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者て、どうしても入会を希望するものは、 ＂不

名誉会員’'とし、会費2000円を懲収する。

学部長、学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、何としても入会したい人は、

喩別不名誉会員’'とし、会費4000円を懲収する。

現普通会員も、出世したときは、 これらに準ずる。

会費の送金は、郵便局の下記振替0座を利用するのが、最も安上り(1回1 5円）である。

もちろん切手でもよく、1 0 0円を書留にして350円かけて送ってもらっても、 当方は 一 向に

差支えない。

金沢 40763 日本生物学会

日 本 生 物 学 会 誌

1 日本語に限る。

投 稿 規 定

2 漢字はなるべく当用漢字に限ること。 タイブの括字がない時は、勝手にカナにかえること

がある。

3 原稿の長さの制限はしない。 ただし、1号は1 0 O枚{4 0 0字づめ）しかはいらないの

で、適宜分割掲載することがある。

4 形式・内容とも、全く自由とする。読む•読まないは読者の自由であるから、読者のこと

など考えずに書けばよい。

5 匿名、変名、ペンネーム、 いずれも可。もちろん本名でもよい。

6 いずれの場合も、 肩書、所属などは不要。

7 寄稿者には本誌5部を進呈する。別刷のほしい方は、原稿1こその旨誌しておくこと。

8 図、写真も可。ただし写真はおそらく、何が何かわからなくなるものになる。

1982年8月 改訂

{197 7年7月の第1号35ベ ー ジ

記載の投稿規定は、廃棄処分とする）
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